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福島第一原子力発電所(1F)事
故は大地震による原子炉停止
後に津波による全電源喪失と
LOCAが発生、炉心が高温状態
になり、燃料-被覆管および被覆
管-冷却水の反応進展とともに、

溶融し多成分系の混合物「燃料
デブリ」が発生したと考えられて
いる。本プロジェクトでは、この
燃料デブリの性状を核燃料物質
を用いた実験研究により調査し、
さらにそこから最適な処理法を
検討する。

高塩濃度放射性
廃棄物処分

＜福島第一原発１号機の状況（推定）＞

出典）東京電力HPより転用

固体汚染物

汚染水タンクCs除去処理

放射性物質
除去処理等

圧縮･固化廃棄体作製

液体汚染物

  

（写真）UO2, ZrO2, セ
メント成分の混合物
を1600℃で熱処理

し作成した模擬核燃
料デブリ

秋山大輔 （多元物質科学研究研）

【課題】

廃棄物の性状や含まれる放射能量を正確に把握
する必要があるが、廃棄物には放射能毒性が高
く化学挙動が複雑な種々のアクチノイド元素が含
まれることから、対応できる研究者および研究可
能な場所が非常に限られ、事故後10年以上経過
した現時点でも研究があまり進展していない。
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